
小学部 6 学年・自立活動 学習指導案（例） 

日時 令和〇年〇月〇日（〇） 

第〇校時 〇：〇～〇：〇 

対象 第６学年 ４名 

授業者 〇〇〇〇 

場所 〇階 自立活動室 〇  

 

１ 単元名  

危険を予測し自分や他の人の安全のために主体的に行動しよう（安全教育・危険

予測学習） 

 

２ 単元設定の理由 

（1） 児童観 

6 年生在籍の 4 名は全員、点字を使用して学年相当の学習を行っている。自立活

動で下校指導を行い、全員が自宅または途中駅までの単独下校を許可されている。

4 名は 1 年生から 6 年間ずっと同じクラスメイトとして過ごしており、関係性は概

ね良好である。 

本単元に関わる児童の実態について、次の表に示す。 

児童 本単元に関わる児童の実態 

Ａ児 
学校から自宅まで公共交通機関を利用して単独歩行できる。 

積極的に意見を述べることができる。 

Ｂ児 
学校から池袋駅を経由して自宅最寄り駅まで単独歩行できる。 

積極的に意見を述べることができる。 

 

Ｃ児 

学校から通学ルート途中の乗換駅まで単独歩行できる。 

吃音のため滑らかに発言できず、発言のタイミングを逃してしまうことも

あるが、自分の意見をしっかりと持っている。 

 

Ｄ児 

自宅まで徒歩で単独歩行できる。公共交通機関を利用して池袋駅まで単独

歩行できる。 

積極的に意見を述べることができる。 

 児童の居住地の違いにより下校指導の内容や時期、通学ルートにおける困難性

が異なる。下校指導は「ひとりで下校できるようになる」という見通しがもて

て、自立心と自信を養う。4 名とも単独歩行への意欲をもって取り組んでいる。 

 クラスでの話し合い活動においては、6 年間一緒に過ごしてきた気心の知れた

仲間ということもあり、活発に意見交換がなされている。3 年生以上の縦割り集

団で行われる班・クラブ活動においては、高学年は班長や部長を担い、話し合い

活動で司会を務めることが多い。主体的に自分の意見を言うだけでなく、他の人

の意見にも耳を傾け、全体の意見をまとめている。 



 

（2） 単元観 

本単元のねらいは、実際に起きた視覚障害者関連の事件・事故事例の場面をもと

に、起こりうる危険を予測し、自分自身が巻き込まれないようにするためにはどの

ように行動したらよいかについて考え、自他の安全のために主体的に行動できるよ

う危機意識や安全意識を高めることである。 

文部科学省『「生きる力」をはぐくむ学校での安全教育』の第 2 章「学校におけ

る安全教育」によると、安全教育の小学校段階の目標は、「生活安全」「交通安

全」「災害安全」に関する様々な危険の要因や事故等の防止について理解し、日常

生活における安全の状況を判断し進んで安全な行動ができるようにするとともに、

周りの人の安全にも配慮できるようにすることである。 

日常生活で起こる事件・事故の内容や発生原因、結果と安全確保の方法について

理解し、安全に行動ができるようにすることは非常に重要である。特に、6 年生は

単独下校を開始しているので、通学路の危険と安全な登下校の仕方、道路の歩行や

道路横断時の危険の理解と安全な行動の仕方、幼児、高齢者、障害のある人、傷病

者等の安全に対する理解と配慮等を学ぶ必要がある。 

安全に関する教育は体育科、家庭科及び特別活動の時間はもとより、各教科等に

おいて行うことが可能で、自立活動においても取り組める内容である。 

安全教育の効果を高める進め方の一つに、危険予測学習(危険予知トレーニン

グ、KYT)がある。これは、絵や写真、動画などの視聴覚教材や資料を見て、そこ

に潜む危険を予測し指摘しあうことで、現実に起こりそうな危険に気付き、事故に

遭わないためにはどのように行動するのかを考え、自ら安全に行動できるよう危機

意識や安全意識を高めることを目的とする学習活動である（危機管理・ＫＹＴの進

め方 山口県教育庁 学校安全・体育課参照）。 

 

（3） 指導観・教材観 

ＫＹＴの基本手法で、職場や業務にひそむ危険を発見・把握・解決していく「４

ラウンド法（ＫＹＴ基礎４R 法）」（厚生労働省）がある。 

第 1 ラウンド：現状把握 どんな危険が潜んでいるか 

第 2 ラウンド：本質追究 これが危険のポイントだ 

第 3 ラウンド：対策樹立 あなたならどうする 

第 4 ラウンド：目標設定 私たちはこうする 

本単元の指導に当たっては、「４ラウンド法」を取り入れ、活動内容を学校教育

向けにアレンジしている。小学生の場合、経験豊かな大人とは異なり、具体的な状

況を把握し、より複雑な危険や起こりうる事件・事故の予測をすることが難しいと

思われる。そこで、状況の展開を考えやすいよう、「１ 現状把握」で危険や問題

点の指摘を自由に行わせた後、「２ 本質追究」では、実際に起きた事件・事故の



報道記事を提示して状況の詳しい説明を行い、それをもとに意見交換する。自分の

知識と友達の知識との共通点や違いを認識するとともに、事件・事故の原因をより

深く探ることができ、児童の危険予測・回避能力を向上させることができる。 

また、視覚障害者が巻き込まれた事件・事故の事例を用いることにより危険や問

題点を身近に感じることができ、危機意識をより高めることができると考える。 

 

３ 障害の状況と使用文字 

児童 眼疾患名                                                 視力 

Ａ児 〇〇                                          R:手動      L:０ 

Ｂ児 〇〇                                          R:０       L:０ 

Ｃ児 〇〇                                          R:（0.02 ）    L:（0.02 ） 

Ｄ児 〇〇                R:0.01       L:0.02 

    全員、点字を使用して学習している。 

 

４ 単元の目標 

 その場面に自分が居ると仮定し、想像力を働かせ、起こりうる危険や問題点につ

いて考えて発表する。また、単独下校時の自分自身の歩行の様子を振り返り、今後

注意すべき点について考える。友達の意見を聞き、自分とは違う意見もあることに

気づき、自身の考えを深める。 

 

５ 単元の評価基準 

評価については、授業中の児童の発言や感想などから、児童が身に着けた知識や

態度を把握し、評価を行う。（【区分―項目】） 

① 状況を理解し、日常生活の中に潜む様々な危険を予測して発言できたか。

【２－（２）、６－（２）】 

② 日常生活における事件・事故の現状、原因及び防止について理解できたか。

【４－（５）】 

③ 危機意識や安全意識を高め、現在及び将来に直面する課題に対して自ら改善

できることについて考えられたか。【４－（１）（３）（４）】 

④ 自他の生命を尊重し、安全な社会づくりの重要性を認識して主体的に行動し

ようとしているか。【３－（２）（３）】 

 

６ 単元の指導計画（指導時間 4 時間） （太字は学習活動） 

第１次 駅ホームの点字ブロック上を盲導犬ユーザーの人が歩いてきます。向か

い側から、白杖を持った視覚障害者が小走りで近寄ってきました。どん

な危険が予想できますか？【資料（ア）】――――――― （本時） 

○１Ｒ 現状の把握：どんな危険が潜んでいるかについて考え、自由に意



見を発表する。友達の意見を否定するような発言は控えさせる。 

○２Ｒ 本質の追究：事例を提示して、どこが危険であったか問題点を整

理する。 

○３Ｒ 対策の樹立：自分ならどうするか、改善策・解決策を考える。 

○４Ｒ 目標の設定：改善策・解決策をまとめ、自分たちはこうしていこ

うという共通認識を図り、事前の危険回避を心がける。 

 

第２次 人通りが多い駅で視覚障害者が点字ブロック上を歩いています。向かい

側から晴眼者が歩いてきますが、どうやら白杖に気づいていないようで

す。どんな危険が予想できますか？【資料（イ）（ウ）（エ）】 

（学習活動は第 1 次の太字部分と同様） 

 

第３次 視覚障害者が横断歩道を渡っています。早朝のため信号機は音響が鳴ら

ない設定になっています。トラックが近づいてきました。どんな危険が

予想できますか？【資料（オ）】 

（学習活動は第 1 次の太字部分と同様） 

 

第４次 視覚障害のある女性が帰宅した際、玄関ドアの鍵穴に鍵を挿したまま忘

れてしまい、翌朝、家を出るときに気づきました。どんな危険が予想で

きますか？【資料（カ）】 

（学習活動は第 1 次の太字部分と同様） 

 

７ 本時の目標 

（１） 全体の目標 

想像力を働かせ、自分の意見を述べる。また、友達の意見を否定することな

く参考にし、自分の考えを深める。 

（２） 個々の目標 

児童 本時の目標 

Ａ児 
・危険や問題点に気づき、対策について考える。 

・友達の意見を聞いて考えを深める。 

Ｂ児 
・危険や問題点に気づき、対策について考える。 

・友達の意見を聞いて考えを深める。 

Ｃ児 
・危険や問題点に気づき、対策について考える。 

・気持ちをできるだけリラックスさせて発言する。 

Ｄ児 
・危険や問題点に気づき、対策について考える。 

・友達の意見を聞いて考えを深める。 

 



８ 座席配置 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

９ 準備物 

     事件・事故の記事データ、点字ディスプレイ（ブレイルメモスマート） 

 

１０ 本時の展開 

時間 学習活動 指導上の留意点 評価の観点 

 

 

導入 

７分 

 

 

１． 本単元と本時の学習内容を

知る。 

２． 単独下校の感想を発表す

る。 

【予想される発言】 

・一人で下校できて自信がつく。 

・他の人とぶつかった。等 

１． 本単元及び本時の学

習内容とめあてを伝

える。 

２． 危険を感じたことが

あれば、取り上げ

る。 

 

全員：日常生活

の危険を意識す

る。（①） 

 

 

 

 

 

展開 

２５分 

 

３． １Ｒ（現状の把握）：場面

の状況を把握し、危険や問

題点を指摘する。 

【予想される発言】 

・衝突する。 

・転んで怪我をする。 

 

４． ２Ｒ（本質の追究）：資料

（ア）の記事を読んで意見

交換し、原因を探り、問題

点を整理する。 

３． 自由に発言させる

が、友達の意見を否

定するような発言は

控えさせる。 

 

 

 

４． 資料を提示し、音読

させる。裁判資料を

もとに状況説明を補

足する。 

全員：状況を理

解し、危険を予

測して発言でき

る。（①） 

 

 

 

全員：事故の状

況・原因を理解

できる。（②） 

黒板 
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展開 

２５分 

 

 

 

 

 

 

 

 

【予想される発言】 

・小走りが危険。 

・白杖の使い方がよくない。 

 

５． ３Ｒ（対策の樹立）：自分

ならどうするか、改善策・

解決策を考える。 

【予想される発言】 

・すぐに止まれる速さで歩く。 

・白杖で足元をよく確かめて歩

く。 

・常に危険を意識して歩く。 

 

 

 

 

５． 白杖の役割、混雑地

での歩行方法、ホー

ム上での白杖の使い

方に注目させる。 

 

 

 

 

全員：自ら改善

できることにつ

いて考えられ

る。（③） 

 

まとめ 

１３分 

６． ４Ｒ（目標の設定）：単独歩

行で気を付けるべきこと、ま

た授業の感想をノートに記入

し、発表する。 

６． 児童の発表を補足

し、今後こうしてい

こうという共通認識

を図る。 

全員：自他の生

命を尊重し、安

全に行動しよう

とする。（④） 

 

 

資料（ア） 「全盲者同士、点字ブロック上で衝突 負傷女性が勝訴」 
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１２ 資料 

(イ)  「『一人で歩くな』 全盲男性、点字ブロックで通行人とぶつかり白杖壊

れ、蹴られる 八王子」 

 

 

(ウ) 「川越・全盲少女傷害事件で 44 歳男を聴取」 

 

 

 



(エ) 「『全盲少女にも非があったのでは』 白杖につまずき蹴った加害者に理解を

示す心ない人たち」 

 

 

 

 

 

 



(オ) 「赤信号で横断か、視覚障害の男性はねられ死亡」 

 

(カ) 「『目が見えなければ ばれないと』 視覚障害者狙い盗撮容疑」 

 


